
Q　
日
本
の
農
業
は
、「
30
年
問
題
」

を
控
え
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
市
の
支
援
は
。

A　
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
持
続
発
展
さ
せ
、
美
し
く
豊
か
な

農
村
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
し
て

い
く
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
水
田
農
業
経
営
の
安
定
化
と
市
内

産
米
の
品
質
向
上
、
消
費
拡
大
を
地

域
一
丸
で
推
進
す
る
た
め
、
東
近
江

市
水
田
農
業
活
性
化
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
米
の
生
産
調
整
の
情
報
提
供

を
行
い
、
過
剰
作
付
け
を
抑
制
す
る

こ
と
で
米
価
を
安
定
さ
せ
、
市
内
産

米
の
商
品
力
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
米
、
麦
、
大
豆
だ
け
で
な

く
野
菜
な
ど
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
拡
大
し
、
儲
か
る
農
業
を
実
現
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
と
Ｊ
Ａ
等
で
組
織
し

た
「
東
近
江
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
Co.
協
議

会
」
に
お
い
て
、
地
域
商
社
を
立
ち

上
げ
、
市
内
で
契
約
栽
培
さ
れ
た
新

鮮
な
野
菜
を
市
内
の
ス
ー
パ
ー
で
販

売
す
る
地
域
内
中
規
模
流
通
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
全
国
の
モ
デ
ル
に
な

Q　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
の
切

り
札
と
し
て
、
新
築
住
宅
補
助
金
が

新
設
さ
れ
た
が
、
28
年
度
決
算
で
は

５
千
万
円
超
の
残
金
が
出
た
。
当
初

の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
八
日
市
駅
前
の
空
き
地
の

有
効
活
用
や
整
備
計
画
は
。

A　
定
住
移
住
推
進
補
助
金
は
事
前

審
査
を
行
い
、
完
成
後
に
補
助
す
る

た
め
、
支
払
が
翌
年
度
に
な
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
着
工
件
数
を
参
考
に
予
算
枠

を
見
込
み
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
に

多
世
帯
同
居
・
近
居
に
よ
る
補
助
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
新
築
住
宅
取
得
補
助
金
枠

を
減
額
し
て
、
多
世
帯
同
居
・
近
居

補
助
金
を
増
額
し
、
申
請
の
あ
っ
た

方
へ
は
す
べ
て
交
付
し
ま
し
た
。

　
八
日
市
駅
前
の
市
が
取
得
し
た
空

き
地
の
活
用
は
、
必
要
な
機
能
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
や
基
本
構
想
、
維
持
に
か

か
る
費
用
な
ど
を
委
託
業
務
と
し
て

発
注
し
、
検
討
中
で
す
。

Q　
県
の
道
路
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

Q　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
つ
い
て
、

①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
指
導
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

②
企
画
立
案
の
で
き
る
職
員
や
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
プ
ロ
が
必
要
と
考

え
る
が
。

③
30
年
度
に
２
回
目
の
更
新
に
な
る

が
、
職
員
の
給
料
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

A　
①
代
表
者
や
事
務
局
長
会
議
等

を
通
じ
て
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を

密
に
す
る
と
と
も
に
、
研
修
会
や
交

流
会
を
開
催
し
、
組
織
の
活
性
化
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
協
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ

く
重
要
な
団
体
で
あ
り
、
引
き
続
き

し
っ
か
り
と
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

②
コ
ミ
セ
ン
の
職
員
に
向
け
て
、
企

画
情
報
の
提
供
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
手
法
等
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
性
向
上
の
た

め
、
県
主
催
の
研
修
会
へ
の
参
加
も

促
し
て
い
ま
す
。

Q　
前
回
の
介
護
報
酬
改
定
は
過
去

最
大
級
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
老

人
福
祉
事
業
者
の
倒
産
件
数
は
過
去

最
高
に
達
し
、
倒
産
と
し
て
把
握
さ

れ
な
い
廃
業
に
踏
み
切
る
事
業
所
が

小
規
模
の
事
業
所
を
中
心
に
相
次
い

で
お
り
、
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を

大
き
く
揺
る
が
し
て
い
る
。
当
市
の

実
態
は
。

A　
市
に
指
定
権
限
の
あ
る
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
な

か
で
、
28
年
か
ら
29
年
８
月
末
ま
で

の
間
に
、
３
事
業
所
が
経
営
困
難
の

理
由
で
廃
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
利
用
者
の
確

保
な
ど
に
よ
る
経
営
の
問
題
で
あ
る

こ
と
が
理
由
と
聞
い
て
お
り
、
介
護

報
酬
の
改
定
に
よ
る
影
響
で
あ
る
と

は
言
い
難
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
介
護
保
険
３
施
設
や
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
、
特
定
施
設
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
16
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
で

収
支
差
率
が
前
年
度
よ
り
低
下
し
て

い
る
。
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
介

る
よ
う
先
進
的
農
業
施
策
を
強
力
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
市
道
の
除
草
計
画
と
奉
仕
作
業

時
の
事
故
等
の
対
応
は
。

A　
優
先
順
位
を
決
め
て
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
市
道
を

除
草
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
自
治
会
や
地
元
住
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
対
応
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
で
あ
り
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ラ
ム
の
見
直
し
で
、
湖
東
地
区
の
県

道
整
備
の
今
後
の
計
画
は
。

A　
国
道
３
０
７
号
バ
イ
パ
ス
は
、

昨
年
、
設
計
に
必
要
な
基
礎
資
料
作

成
の
た
め
の
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
御
河
辺
橋
の
架
け
替
え
は
、
県
道

雨
降
野
今
在
家
八
日
市
線
の
バ
イ
パ

ス
を
含
め
、
早
期
に
整
備
さ
れ
る
よ

う
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
小
田
苅
町
地
先
の
歩
道
整
備
も
安

全
対
策
を
含
め
、
整
備
が
進
む
よ
う

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
30
年
４
月
の
更
新
に
向
け
、
各
地

区
関
係
者
が
参
加
し
た
「
指
定
管
理

等
に
関
す
る
研
究
会
」
に
お
い
て
、

業
務
内
容
な
ど
指
定
管
理
全
般
に
つ

い
て
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
を
受
け
、
職
員
の
給
与
や
手
当
に

つ
い
て
は
適
正
な
額
を
算
出
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
更
新
の
時
期
に
応
じ
て

適
正
な
額
を
算
出
し
、
見
直
し
を
行

い
、
指
定
管
理
料
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

護
報
酬
改
定
が
最
大
の
要
因
だ
。

　
全
サ
ー
ビ
ス
の
収
支
差
率
の
平
均

は
3.8
％
。
前
年
度
か
ら
1.1
ポ
イ
ン
ト

下
が
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

A　
個
別
の
事
業
所
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
は
把
握
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
当
市
で
は
特
に
通
所
介
護
の
事
業

所
が
多
く
、
地
域
密
着
型
の
通
所
の

稼
働
率
は
平
均
で
約
60
か
ら
70
％
で

推
移
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
稼
働

率
の
低
さ
が
課
題
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
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